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第 1 章から第 5 章までの第 1 部では、ソシオン理論を応用して感情論理を分析するための枠組を整理する。第 6 章
から第 8 章までの第 2 部では、その枠組を用いて、宗教におけるネットワークの感情論理を分析する。宗教現象は人
間の合理性を前提にすると理解しにくい側面があるが、感情論理の視点に立っと理解しやすくなる。
第 1 章では、ソシオン理論の基本的なモデルを整理する。ネットワークにおける感情論理は、 3 項関係(トリオン)
の荷重演算論理にもとづく。 トリオンは、主観的現実を構成する予期の演算装置を指す概念である。 トリオンの荷重






















から解放される可能性を、 G. Bataille と J. Krishnam urti の思索のうちに探る。
感情論理を形式的な関係パタンとして取り出すソシオン理論の枠組は、複雑な社会状況を解きほぐし、正確に記
述・分析する道具を提供する。 3 項関係モデルによる感情論理の分析は、一見すると非合理的に思える現象が実は一
定の論理にもとづくことを合理的明証的に説明できる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、論理的には扱いにくい感情を、その発生に一定の論理があるという視点から理論的に考察し、カルト宗
教に適用したものである。
ソシオン理論の 3 項関係モデルを理論的に検討し、感情論理のネットワーク分析の枠組みを構築し、その枠組みに
したがって、オウム真理教の破壊活動と統一教会への入信、脱会を分析している。そして、狂信的とも思える非合理
的な崇拝が負の否定によってもたらされることを論理的に納得できる図式が提示されている。
膨大な文献にあたる一方で、カルト宗教の信者の調査も行ったうえで、信者でないものには非合理的としか見えな
いものを理解可能なものとして提示した本論文は、これまでのマインドコントロールということばでカルトを非難し
ていた宗教社会学のカルト研究とは一線を画する研究であり、高く評価できる。
以上により本論文は、博士(人間科学)の学位に充分に値すると判定した。
